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ご来客の皆さんにはようこそお越し下さいました。時間の許す限りご

ゆっくりおくつろぎください。 

まずは、我がクラブに「米山記念奨学会寄付感謝状 第４４回米山

功労クラブ」が届いておりますので、報告申し上げます。 

先週も申し上げましたが、今月は「平和と紛争予防・紛争解決月間」

です。毎年、紛争と暴力によって数百万人が家を失い、紛争で命を

落とす人の９０％

が一般市民であ

り、その半分が

子供です。ﾛｰﾀﾘ

ｰは、異文化交流

を通じて相互理

解の心を育て、

紛争解決のｽｷﾙ

を備えた人材の

育成を通じて平

和な世界づくりを

促進しています。 

そこで、ﾛｰﾀﾘｰでは平和に貢献するﾘｰﾀﾞｰとなるべき人材「平和ﾌｪﾛ

ｰ」を育成しております。平和ﾌｪﾛｰとして選出された者は世界各地

の「ﾛｰﾀﾘｰ平和ｾﾝﾀｰ」と提携した大学において研修を受けた卒業

後「ＮＧＯ」や「国連機関」「政府機関」等に進路を求めます。日本で

は国際基督教大学が提携しております。 

ＲＩの平和ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに私たちが関わることはあまり無いように思いま

す。我々は広島ならではの平和について考え、行動を起こして行け

ば良いのではと思います。 

 

《ご案内》 

*先日【広島１４ＲＣ合同懇親ゴルフ大会】のご案内をＦＡＸでお送り

しました。回答期日は２月２２日（水）です。 

*２０１７-１８年度ﾛｰﾀﾘｰ手帳の注文を賜ります。一部６４８円  

 

《自主出宝》 

中山会員･三保会員･岡部会員・丸本会員・小林(孝)会員 

上河内会員、森会員、河村会員、「年男の弁」楽しみにしています。 

山本(忠)会員･中尾会員 北ＲＣのﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰの故･石田成夫会員の

お孫さんの石田優子さんがﾒｰｸｱｯﾌﾟに来てくれました。懐かしいです。 

森会員 年男の弁を述べさえて頂きます。苦手なｽﾋﾟｰﾁですが、宜

しくお願い致します。 
上河内会員 今年は還暦！ 年男の弁でお話をさせていただきます。

よろしくお願いします。 

秋山会員 この２月で入会２年目になります。引き続きﾛｰﾀﾘｰ活動頑張

ります。 

岡部会員◇ 先週ﾆｺﾆｺ忘れていました。①１/２９の３ＲＣｺﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟにて、

中山会長のお蔭でﾌﾞー ﾋﾞー 賞を取ることができました。 

②当日の雨は私の責任ではありません。偶然です。ちなみに高知の遠

征にも行く予定です。 

高原会員 昨日、病院での健康診断を受けました。これからも健康で快

適な毎日を送りたいと思っています。 

前回の例会   2017 年2 月９日(木)   第2302 回 

連続出席表彰 

会長時間          会長  中山 昌実 

幹事報告          幹事  岡部 知之 

ニコニコ箱        発表者：山下 江 会員 

本日の例会
201７年２月１６日（木） 
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上河内 裕司 会員 

（S32年４月生まれ） 

酉年の今年が年男、さらにこの

四月には還暦、ということで、お

話をさせていただきます。 

１１年前２００６年４月６日に、も

う退会されていますが、空さん、

三宅徹也さんに推薦を頂き、広島北ＲＣに入会させていただき

ました。 

入会した当初は、適当に出席して、適当にﾛｰﾀﾘｰ活動をしてお

けばいいかなぐらいで、他の会員の年男の弁を聞きながら、当

分私の番がくることはないし、私が年男として話をするのが早い

か、退会するのが早いか、そんな感じでした。 

１１年が経ち、こんな私が幹事までやってしまったという、これま

での私のﾛｰﾀﾘｰ活動の歴史の中で、私に降りかかった事件、降

りかけた事件の話をして年男の弁とさせていただきます。  

まず、一つ目の事件 

１．「あの上河内は誰や事件」 

坪内さんがﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員長で私が副委員長のときでし

た、最近入会の皆さまはご存じないと思いますが、このころは親

睦委員会ではなく、ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会と呼ばれていました。

先日、新年会を行った「う越久」で、その年は、お月見例会を行

いました。出し物は雅楽「蘭陵王」、厳島神社で奉納されている

舞楽の陵王の舞を舞っていただきました。その時、皆さんには

内緒にするという条件で、私の家内が笙の演奏で出ていました。

演奏が終わり、予定にはない演奏者紹介で「上河内」という名前

を紹介されてしまいました、そのとたん「あの上河内は誰じゃ」と

いうことで、会場がｻﾞﾜｻﾞﾜしてきました。実際、私の家内は、お

見せするほどのものではないので、それまで非公開にしており

ました。「ありゃ親戚か」「嫁さんか」「娘か」「そりゃないじゃろ」、

というように皆さん好き勝手なことを言っていましたが、とうとう

面がわれてしまい、偽名を使えばよかったと思ったのも後の祭り

でした、という事件でした。 

２．「上河内さんお願いしますよ事件」 

これも、坪内さんがﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員長のときでした。この委

員会は年間を通じて事業を行います、坪内さんは次年度幹事を

引き受けていましたので、本当に忙しくて大変だったのだと思い

ます。いまでは私もよくわかりますが、その時期は何でもかんで

も委員会の仕事を私に振ってくるので、「えっ、私がやるの」とか

言って、逆らったところ、「上河内さんお願いしますよ」と泣きそう

な顔をして真剣に言われ、坪内さんのこんな顔を見たことなかっ

たので、あわてて、「冗談、冗談」と言って、その振られた仕事を

素直にやったという事件でした。 

しかし、次年度副幹事まで振ってくるとは思いませんでした。 

それと幹事を受ける前の年度は楽な委員会に配属しましょう！ 

３．「新会員出し物拒否事件」 

これも坪内ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員長のときで、その日は、最終例

会で行う新会員の出し物についての話をする為に、親睦を兼ね

て委員会を行いました。 

委員会が終わり懇親会に移ろうとしたその時、ある新会員が、

「こんなくだらない出し物なんか私はしません」と反乱を起こそう

としました、しかし、委員会ﾒﾝﾊﾞｰが寄ってたかって、その新会員

をつるしあげたのでした。 

このときの委員会は、これまで経験した中で一番結束が固くなっ

た委員会だったという事件でした。 

４．「おい！なんでわしの名前が載ってないんや事件」 

この事件は、私が社会奉仕委員長で、本通交番にＡＥＤを寄贈

する事業を行った時に起きました。 

本通交番にＡＥＤを設置して、新聞記者に取材に来ていただきま

した、そこで、その年度の石田会長が色々と記者に質問され丁

寧に答えておられました。 

私は、何も記者からは質問されていませんでしたが、この事業

が明日の新聞に載ることが嬉しくて、どんな記事になるんだろう

と、楽しみにしていました。 

そして、次の日新聞を見ると、なんと「広島北ＲＣ 社会奉仕委

員長 上河内裕司さん、本通交番にＡＥＤ寄贈」 

どこを読んでも会長 石田平二という文字は見当たりませんでし

た。あんなに一生懸命質問に答えていたのに・・ 

案の定、次の例会の日、「おい上河内！なんでわしの名前は載

ってないんや！」「私は何もしてませんよ」、と答えることしかでき

なかったという事件でした。 

５．「やってしまった事件」 

また出てきましたが、坪内ＳＡＡ長で私が副ＳＡＡのときでした。 

その年度は、例会の最後に、ＳＡＡの方から何かあれば、一言

いうことになっていました。たまたま、その日の例会で、携帯が

卓話中に鳴っていましたので、ＳＡＡからの注意として、「次回の

例会では、携帯の音を絶対に鳴らさないように」と私は真剣な顔

をして、強くお願いをしました。ところが、なんと次の例会時に不

覚にも私の携帯の音が鳴ってしまいました、しかも外部卓話の

時でした。私はあわてて止めましたが、本当に長い時間鳴らした

ように感じました。 

「あーやってしまった、最悪じゃ」と思い、次回の例会でニコニコ

に出宝して、謝ろう、ついでに連帯責任でＳＡＡ長にも出してもら

おうと、坪内さんに話をすると「えっ、いつ鳴ったの」という返事、

「あれ、皆にも聞こえてなかったのかな」とも思いましたが、私の

気持ちの中では、本当に広島北ＲＣを退会しなければならない

ように思う程の事件でした。 

６．「なんで私が事件」 

ある例会の日、山下正司さんが私に近づいてきて、 

『上河内、話があるんじゃけど』   「なんですか？」 

『いずれ、言わんといけんけ～言うけど』 

「聞きたくないですけど」 

『あのの、わしはもうちょっとしたら、入院して手術するんよ』 

「どこが悪いんですか？」  『胃が悪いんよ』 

「そりゃ大変ですね」 

『そうなんよ、じゃけ、わしの幹事やってくれんかね』 

「は～、意味がよくわからないんですけど。じゃ、手術して元気に

なって帰ってきたら、やってもいいですよ」 

と答えてしまいました。 

《職業ニコニコ》 

山下江会員 ２月１８日(土)に開催される｢起業家･投資家･専門

家お見合い交流会｣のご案内です。今回は広島大学発のﾍﾞﾝﾁ

ｬｰ企業、ﾍﾞﾝﾁｬｰの卵(学生)計７名が発表します。 

基調講演はひざの軟骨の再生医療を開発した㈱ﾂｰｾﾙ代表取

締役社長 辻紘一郎さんです。興味のある方は是非参加を！ 

吉永会員 先週から本郷にある東洋製罐という工場にある５ト

ンのｴﾚﾍﾞｰﾀと格闘しています。ﾏﾝｼｮﾝなどに設置されている規

格型ｴﾚﾍﾞｰﾀの１０倍の大きさでｴﾚﾍﾞｰﾀ歴２７年の私も知恵を

絞りだして施工していますがなかなか思うようにいきません。 

ですが、久しぶりにﾜｸﾜｸしています。 

当日計 14,000 円  累計 1,251,000 円

卓話時間        『年男の弁 Part３』 
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そのあと、山下さんはめちゃくちゃ元気になって帰ってこられ、後

は皆さんがご存じの通りです。 

それから、ちょっとたって、「山下さん、なんで私が幹事なんです

か？」ときくと、「あんたはｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱから会社が近いし、いつも例

会に来てるから」という返事でした、ありゃ！優秀だから私かと

思った！という残念な事件でした。 

このように色々事件がありましたが、すばらしい先輩に導かれて、

今のまじめな私が出来あがりました。 

これからは、還暦にもなりますので、少し不良になってﾛｰﾀﾘｰ活

動を楽しみたいと思います。以上で年男の弁を終わります。 

 

森  直基 会員 

（Ｓ４４年５月生まれ） 

こんにちは、新しい年が明けて、

もう二月も半ばです。年男の弁

も今まで何名かの方が話され

たので重複するような話もある

かもしれませんが、順番ですの

で宜しくお願い致します。 

私は、今年の５月で４８歳となりますので、４回目の年男となりま

す。今まで年男と言うものを余り意識したことは無かったのです

が、前回の年男が平成１７年です。あらためて振り返りますと、

仕事もﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄも非常に変化のあった１２年間です。この１２年

を振り返り、そしてこれからの抱負を述べさせていただきたいと

思います。 

１２年前の大きな出来事と言えば、中部国際（ｾﾝﾄﾚｱ）空港の開

港や多くの犠牲者が出た福知山線の脱線事故などがあります。

ついこの間のことのように思いますが、もう１２年が経過していま

す。１２年前の私は千葉県の成田市に赴任しておりまして、ちょ

うど今の職位である営業部長を拝命した年です。それまでは、

多くても５０名程度の営業社員とｽﾀｯﾌを抱える身から、１００名を

越える規模の組織を担当させていただくようになり、仕事も大き

く変わっていきました。 

また、世の中全体の流れも大きく変化した１２年のような気がし

ます。特に消費者保護・労働者保護や権利意識の高まりを背景

とするｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進の流れは一気に加速したように思います。

大きな事件では船場吉兆の食品偽装を発端として、食品メーカ

ーの内部告発が続きました。我々の業界でも保険金の未払い

問題により、業務停止や業務改善命令が多くの会社に発令され

ました。社内でもﾊﾗｽﾒﾝﾄやｻｰﾋﾞｽ残業を始めとする労働に対す

る意識の変化で仕事の仕方も大きく変わりました。 

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄでは、比較的金銭の余裕も出来てきてきたこともあり、

お付き合いの幅を大きく広がっていったように思います。また、

家族の大病や母親の介護の問題も継続中で、年をとってきてい

ると言いますか、そのような年齢になってきていることを痛感し

た１２年間でした。自分自身もまだまだ元気と思っていましたが、

若いのは気持ちだけで、ちょっと動いただけで肉離れを起こした

り、健康診断の数値も確実に悪化傾向にあります。若い頃、職

場の先輩によく言われていた「４５歳位から急激に衰えをかんじ

る」という言葉を実感しております。 

住まいは、１２年間で成田から横浜、横浜から大阪、大阪から岡

山を経て、念願の地元広島に２７年ぶりに３年前に帰ってくるこ

とが出来ました。地元での生活はやはり楽しく、日々が充実して

おります。そして、何よりこの伝統と格式のある広島北ＲＣに入

会させていただいたことは、私にとって大きな財産となりました。

最初は戸惑うことも多かったのですが、厳しくも温かくご指導頂

き、今までの考え方や価値観が大きく変わったように思います。

今後も引き続き、ご指導ご鞭撻賜りますよう宜しくお願い申し上

げます。 

最後に今年の初詣でおみくじを引いた際に大吉で幸先いいなと

思っていましたら、干支占いでは、年男にもかかわらず非常に

厳しいことが書いてあったので、自分への戒めとして、披露して

終わりたいと思います。飽きやすく、中途半端に終わったり、す

ぐに移り気になるので忍耐が必要。最後まで探求し、継続し続

けることが運気向上の鍵だそうですので、心して参りたいと思い

ます。ご清聴有難うございました。 

 

河村 唯志 会員 

（Ｓ４４年１月生まれ） 

みなさん、こんにちは。河村で

す。 

私、１９６９年（昭和４４年）生ま

れで、本年 1 月で４８歳になりま

した。こう見えてまだ４８歳なの

ですが、ある人からは、還暦じゃないのと言われるくらい老け顔

です。 

本年で４回目の年男を迎えましたが、今までを振り返り少しお話

ししたいと思います。 

・１２歳の時～小学校６年生、当時、少年野球に明け暮れており

ました。夏に野球が終わりますと、ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾁｰﾑが発足しまして、

野球部員の半数がﾊﾞｽｹﾁｰﾑに動員されました。私もその一人で、

いきなり県大会で３位になったのには自分事ながら驚きました。 

・２４歳の時～社会人２年目で、大阪支店に勤務しておりました。

当時の担当業務は外国為替でお客さまの輸出入に関する貿易

のお手伝いをさせていただいておりました。お客さまの中には、

関西弁を流暢に操るｲﾝﾄﾞ人等個性的な方が多かったです。そし

て、この２年後に阪神淡路大震災を経験しました。 

・３６歳の時～当時、福岡支店に単身赴任しておりました。当時

は、不動産市場が活況で、ﾏﾝｼｮﾝの建設ﾗｯｼｭでした。この年、

玄界灘地震に見舞われました。 

・そして今、４回目の年男になった訳ですが、現在、広島でみな

さまがたとお会いすることができ、私の人の輪もひろがり至極光

栄に思っております。 

次の６０歳の年男に向かって．．． 

６０歳と言えば、退職等一つの区切りとなります。おそらく、ここ

で第２の人生も決まり、地元である山口県防府市の地で暮らし

ていることと思いますが、何はともあれ、健康で元気でさえあれ

ばと切に思います。 

また、今からの私の役目としましては・・・ 

・後進の育成～私自身今まで培った経験を後輩に伝承し、幅広

く社会に貢献しうる人材を育てていきたいと思います。 

・さらに、今までないがしろにしてきた家族に対しても、今までの

感謝とこれからもよろしく、と言った想いをカタチにしていきたい

と思います。 

・最後に、今一つは、広島北のﾛｰﾀﾘｱﾝとして、諸先輩方のこれ

まで築いてこられた格式高い歴史・伝統に恥じぬよう“奉仕の心”

をﾓｯﾄｰに様々なことに尽力して参りたいと思います。 

引続きご指導・ご鞭撻の程、何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

■出席報告 出席委員会 

２０１７年２月９日（木） 会員数 ９３名 

出席 ７６名  欠席 １７名 

１月２５日例会 修正後出席率 １００％ 

１月度平均出席率  １００％ 

■来客紹介  親睦委員会 

石田 優子 様(広島) 

藤村 欣吾 様(広島中央) 

■次回例会 ２０１７年２月２３日（木） １２：３０～ 

卓話   ①皮膚の良性腫瘍、悪質腫瘍  水野 勝会員 

 ②がんと生活習慣病  高原 宏之会員 


